












































リクローランのマクダーモット家』（The Macdermots of Ballycloran）と『ケリー家とオケリー家』






























































































































１．『自伝』が発表された当時の批評家の反応については、Nicholas Shrimpton, ‘Introduction,’ An Autobiogra-
phy and Other Writings. By Anthony Trollope. pp.vii―viiiを参照。
２．N. John Hall, ‘Seeing Trollope’ s An Autobiography through the Press,’ p.222.
３．ウォルポールは、『自伝』はトロロープの研究の「礎」であると述べている。Hugh Walpole, Anthony Trol-
lope, p.1.
４．この点については、２０１５年４月２３日にトロロープの生誕２００年を祝うイベントとして、ロンドンの大英
図書館でパネルディスカッション（‘A Celebration of Anthony Trollope’）が行われた際のヴィクトリア・
グレンディニングの発言が参考になった。
５．エルシー・ミッチ―を含む多くの批評家がこの点を指摘している。‘“The Clever Son of a Clever Mother” :
Anthony and Frances Trollope,’ pp.280―81.
６．レナード・シェンゴールドは、トロロープと母親との関係を精神分析学的観点から論じている。Is There
Life Without Mother? : Psychoanalysis, Biography, Creativity を参照。





１０．スキルトンは、ウォルター・ベサントの The Art of Fiction（１８８４年）やジェームズ・ペインの‘The Lit-
erary Calling and Its Future’（１８７９年）等をこういった「手引書」の例として挙げている。
１１．原文ではラテン語で引用されている。
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